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ページ 誤 正
p.15,
定義 2.2

pi = 0の場合の pi log piの取り扱いの記述
がない。

脚注に、「(2.2) 式は、pi = 0 のとき、
log2 pi が未定義になり、本来であれば計
算できないが、平均情報量の計算では
pi log2 pi = 0 と定義して計算する。こ
れは limx→+0 x log2 x = 0 であるため、
0 log2 0 = 0と定義すると関数 x log2 xを
x ≥ 0で定義された連続関数とみなすこと
ができるからである。(p.199ノートB.4参
照)」と追記する。

p.72, l.7 2元瞬時符号 r元瞬時符号

p.205,
2.4(1)

Y
P (X|Y )

B C

A 1/6 1/6

X B 0 1/3

C 1/3 0

Y
P (X|Y )

B C

A 1/3 1/3

X B 0 2/3

C 2/3 0

p.38, l.20 記憶のない情報源は，各時点での情報源記
号の発生が「互いに独立で同一の分布に従
う」

記憶のない定常情報源は，各時点での情報
源記号の発生が「互いに独立で同一の分布
に従う」
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